
5 領域のうち重点的に扱う領域を教材ごとに設定し、目次にアイ
コンで明示しました。児童にとっては学習の目標が明確になり、
先生にとっては指導と評価の計画を立てる際の目安になります。 

Unit や 「まとめ」の最後には、「ふりかえろう」の
欄を設け、その教材の重点化領域の自己評価を付け
て、達成度を把握できるようにしました。

確かな英語の力を育む構成 確かな英語の力を育む構成 

テーマごとにバランスよくテーマごとにバランスよく
重点化領域を設定重点化領域を設定

「ふりかえろう」で「ふりかえろう」で
領域ごとに自己評価領域ごとに自己評価

11特色

学年で「できるようになること」を明確に学年で「できるようになること」を明確に

新たに「学年の目標」を設定し、5 つの領域ごとに「できるようになる
こと」をリスト化しました。1 年間でどんなことができるようになるか、
見通しをもって学習を始められます。

テーマごとに、各領域に
ついて最低 1 回以上は評
価の場面を設定し、5 つ
の領域のバランスのとれ
た指導と評価ができるよ
うに設計しています。

ここで付けた自己評価を集計して、「できるように
なること」の到達目標がどの程度達成できている
かを把握し、今後の学習計画に生かします。

重点化領域の
設定

5つの領域のふりかえり

該当する教材ごとに 4 段階で
自己評価を付けます。

自己評価

（テーマ）

5 つの領域の到達目標（CAN-DO）は、
学習指導要領に示された「目標」ア、イ、
ウとわかりやすく対応しています。

到達目標（CAN-DO） 5 年生では、6 年生の
目標も明示。
6 年生では、中学校の
目標を示しました。

自由記述欄を設けました。次回の学習に工夫
を取り入れたり、以降の学習を調整したりす
るなど、主体的に学習に取り組む態度の育成
につながるようにしました。

「英語を学ぶときの心構え」をキャラク
ターのせりふとして示しました。いつ
でも目にすることができるように、教
科書からはみ出す作りになっています。

指導と評価の一体化
につながる！

学ぶことが見える学ぶことが見える
「CAN-DO」「重点化領域」「CAN-DO」「重点化領域」

「学年の目標」や Unitの重点化領域を示すことで、児童にとっては学習の目標が明確になり、
先生にとっては指導と評価の一体化を進めるのに役立ちます。

11
身近な人のことを伝え合う身近な人のことを伝え合う
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確かな英語の力を育む構成 確かな英語の力を育む構成 

この Unit の Story の場面や
状況を示しています。

別 冊 の Picture Dictionary へ の リ ン ク。
Unit に関連する語句を示しています。

Small Talk の導入に使える、
既習表現を使用したアニメ。 
１Unit につき 3 か所用意。

英語のリズムや文化に
触れられる英語の歌を
すべての Unit に設定。

11特色

ゴールまでの流れが見えるUnit構成ゴールまでの流れが見えるUnit構成

Unitは、Hop!→ Step 1→ Step 2→ Jump!の順で見開きごとに進みます。
単元でできるようになることを Hop!右上の Goal欄で確認したら、活動を始めましょう。

2
この Unit でできるようになることを示し、
文中には「～のために」という学習の目的
を明記しました。その下には、各見開きで
行うことを端的に記しました。

見開きページを大きく使ったパノラマ
のイラストを手掛かりにして、アニ
メーション映像のストーリーを視聴
し、話の内容をつかみます。

Story

Goal

Hop!Hop! Step
1　

Step
2 Jump!

の活動
Hop!

授業の流れを授業の流れを
そのまま紙面化そのまま紙面化
Unit 全体は見開きごとで統一し、授業の流
れを順に整理して配置しました。紙面にない
活動をはさんで補ったり、活動の順番を入れ
替えたりしなくても、ゴールに向かって順に
学習が進められます。

Unitのゴールが見えるUnitのゴールが見える
Hop! ページの右上に、Unit のゴールをしっ
かりと示しました。ゴールからのバックワー
ドデザイン、いわゆる「逆向きの設計」で
単元を構成し、「できるようになること」を
最初に確認してから学習を始められます。

導入

Unit の話題を自分のことに引き
つけて主体的に考えるための問
いかけを示しています。

About You

この Unit で重点的に扱う領域を
アイコンで表示。これらの重点化
領域は、目次でも確認できます。

パ ノ ラ マ の イ ラ ス ト や 別 冊 Picture 
Dictionary を使い、学習する語句に慣れ
る活動です。

Let's listen and point.

音声や映像を視聴できる QR コード。
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確かな英語の力を育む構成 確かな英語の力を育む構成 

Stepごとに表現を分けて提示Stepごとに表現を分けて提示
この Unit では、Step 1 で「人の職業などを伝える」
表現を、Step 2 で「人の性格などを伝える」表現
を学習します。このように Step ごとに主要な学習
表現に触れ、ゴールに向かって着実に学習が進むよ
うにしました。

Small Talk の 導 入 に 使 え る、
既習表現を使用したミニアニメ。

あいづちやほめ言葉などを Response
として各 Unit で紹介。

楽しみながらアルファベットの音と文字
の関係に気づけるコーナーです。

英語の発音の際のワンポイントを表示。

11特色

Stepは、Step 1と Step 2の２見開きで構成。どちらも流れ
は同じで、聞く活動から徐々に話す・書く・読む活動へと進め
るよう、各コーナーを整理して配置しました。

言語習得の理論に言語習得の理論に
沿った学習の流れ沿った学習の流れ
Step は、聞く活動から始まり、チャンツで口
を慣らし、話す活動や書く活動に進みます。豊
かなインプットから少しずつアウトプットに進
む、言語習得の理論に沿った学習の流れです。

ゴールまでの流れが見えるUnit構成ゴールまでの流れが見えるUnit構成
2

学習する語句や表現を使い、お互
いの考えや気持ちを伝え合いま
す。予想してから質問したり、自
分で答えを考えたりできる、話す
目的や必然性のある活動です。

Let's try.

Letʼs try. の話題を別の相手に伝
えたり、詳しく尋ねたりする活動
です。既習表現を加えて伝え合う
ことで、思考力・判断力・表現力
を育みます。

Plus One

学習した語句や表現をなぞったり書き写
したりした後、声に出す活動です。5 年
の冒頭から 6 年の終盤まで設定してあり、
最後には 4 線に文が書けるよう、段階的
に示しています。

Let's write and read.

Hop! の Story で見たアニメー
ションの一場面を見て、Step
で学ぶ主な表現に気づきます。

Let's watch.

Stepで行うこと

He is my brother.
He is a wheelchair 
basketball player.

She is very strong.
She is famous.
She is shy.

人の職業などを伝える表現 人の性格などを伝える表現

学習する主な表現 Step 1 学習する主な表現 Step 2

の活動
Step

Hop! Step
1　

Step
2 Jump!

展開 展開

オリジナルチャンツのリズム
に乗って英語の表現を声に出
し、Unit の語句や表現に慣れ
る活動です。

Let's chant.

英語を聞いて質問に答える活
動です。

Let's listen.
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確かな英語の力を育む構成 確かな英語の力を育む構成 

Unit で学んだことを All About Me に
書き込みます。

11特色

慣れ親しんできた語句や表現を確認する活動や、世界の映像を
見て考える活動をふまえて、単元のゴール活動に取り組みます。

Unitの重点化領域にUnitの重点化領域に
取り組むページ取り組むページ
Jump! では、Unit のゴールとして 5 領域の
アイコンで示している重点化領域の活動に取
り組みます。最後に「ふりかえろう」で Unit
全体の学習の達成度を確認します。

既習表現を思い出すきっかけとなる
画面が、QR コードから見られます。
クラスで見て、ゴールで使えそうな
表現を出し合います。

Phrase Hunt

Unit で重点化する領域の活動ごとに
整理。下段には、自分なりに工夫し
たことや、学習の進め方を調整した
点などを記入できます。

ふりかえろう

ここまでに慣れ親しんだ語句や表現を
確かめる、評価の対象となる活動を行
います。このUnit 5では読む活動です。

重点化領域の活動①

Step 1, 2 で学んだ語句や表現を活
用したり、既習表現を加えたりして、
お互いの考えや気持ちを伝え合いま
す。この Unit では「書く」「話す（発
表）」活動です。

重点化領域の活動②

世界の映像を見て、異文化への理解を深
めながら、ゴール活動のヒントにします。

Let's watch and think.

の活動
Jump!で行うこと

「世界の友達」ページで登場している海
外の子どもたちです。一人一人の考え
や意見を知ることで、より身近に世界
の文化を感じることができます。

Unitの学習を振り返るUnitの学習を振り返る
Unitの最後には、「ふりかえろう」を設け、重
点化領域ごとにできるようになったことを 4
段階で確認します。自分なりの工夫を自由に
記入して、次の学習に生かせるようにしました。

QRコードから、ゴー
ル活動の参考となる
モデル動画を見るこ
とができます。

活動のモデル動画

活動の際に気をつけたいことを
「～に気をつけよう」の形で示しました。

Hop! Step
1　

Step
2 Jump!Jump!

ゴール

Jump!

ゴールまでの流れが見えるUnit構成ゴールまでの流れが見えるUnit構成
2
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5年 Alphabet Timeの内容

6年 Alphabet Timeの内容

文字の学習は、スモールステップで丁寧に文字の学習は、スモールステップで丁寧に
アルファベットの読み書きの学習は、児童の学ぶ意欲を大切にしながら、
中学校の学習にスムーズに移行できるよう、段階を追って丁寧に提示しました。

確かな英語の力を育む構成確かな英語の力を育む構成11特色

Unit 4 文字の音に気づく（a~e） 単語を読む

Unit 5 文字の音に気づく（f~j） 単語を読む

Unit 6 文字の音に気づく（k~o） 単語を読む

Unit 7 文字の音に気づく（p~t） 単語を読む

Unit 8 文字の音に気づく（u~z） 単語を読むアルファベットの名
前を読み、4線に大
文字と小文字を書く
活動を行います。

高学年の 2年間をかけて、段階的にアルファベッ
トや単語、文の読み書きが学べる、安心の設計です。

5 年 p.44-45　
Alphabet Time 3

5 年巻末 p.106　Alphabet Time 5

5 年 p.61 脚注の Sounds and Letters

6 年 p.99　単語や文の書き方

5年生から始まる文字指導において、音声指導では見えてこ
ない「個人差」が現れることがあります。本書では、4線に
書かせる前段階として、カードを置く活動からはじめるなど、
丁寧に学習を積み上げていく作りです。理論に基づいた系
統的な読み書きの活動を通して、一人一人に「読めた！書け
た！」という喜びと楽しさを味わってほしいと思います。

畑
はた

江
え

美
み

佳
か

Here We Go! 編集委員
淑徳大学教授

「読めた！書けた！」の学ぶ喜びと楽しさを

「音」を口に出して慣れ親しんだ後、アル
ファベットを読んで書く活動を行います。

Alphabet Time 3 には、長い歴史
の中で大文字がどのように小文字
に変化していったかを自由に考え、
話し合う活動を設定。自ら考えるの
で、大文字と小文字のペアが頭の
中でしっかりと結びつきます。

大文字から小文字への大文字から小文字への
変化を考える活動変化を考える活動

Unit 内で使った単語や文を、楽しみながら
読み書きするコーナーです。語と語の間隔
を空けることや、文頭の大文字、ピリオド
など英語を書くときのルールも学びます。

Fun with Alphabet

単語や文の書き方単語や文の書き方

Alphabet TimeAlphabet Time

単語や文を書くときのルールやつまずきやすいポイ
ントを、イラストや例文を使ってわかりやすく解説
するページを、両学年に設けました。

Unit の活動と合わせて行うページです。5年前半の Alphabet Time 1～ 3 では、①大文字
②小文字　③大文字・小文字の 3 段階で、アルファベットの名前と形に慣れていきます。
Alphabet Time 4 以降は巻末にまとめ、系統的な文字の学習ができるようにしました。

Unit 1 文字の音に気づく（p, b） 単語を書き写す

Unit 2 文字の音に気づく（c, g） 単語を書き写す

Unit 3 文字の音に気づく（t, d） 語句を書き写す

Unit 4 文字の音に気づく（s, z） 文の一部を書き写す

Unit 5 文字の音に気づく（f, v） 文の一部を書き写す

Unit 6 文字の音に気づく（m, n） 文の一部を書き写す

Unit 7 文字の音に気づく（l, r） 文を書き写す

Unit 8 文字の音に気づく（ch, sh） 一文を書く

5年

Unit 1 

大文字

Unit 2 

小文字

Unit 3

大文字と小文字

アルファベットがもつ「音」に気
づかせるコーナーを、5 年 Unit 4
以降の脚注に設けました。5 年で
は全 26 文字の音に慣れ、6 年では p, b の
ように似た音を比べ、気づきを促します。

Sounds and Letters

少
し
ず
つ
、
段
階
的
に
！

少
し
ず
つ
、
段
階
的
に
！
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確かな英語の力を育む構成確かな英語の力を育む構成11特色

「聞く」「読む」力を「聞く」「読む」力を
見取ることができる見取ることができる

パフォーマンスの力をパフォーマンスの力を
見取ることができる見取ることができる

ここまでの Unit で学んできた表現を聞いたり読んだりする、「受容する」
活動を設定しています。次ページの You can do it! が「やり取り」の活
動である場合は、こちらも「やり取り」を設定し、児童が自分のパフォー
マンスの参考とすることができます。

ここまでの Unit で学んできた表現を中心に、「やり取り」や「発表」と
いう「発信する」活動を設定しています。記録に残す評価を行う場面と
して活用できます。

全 12 名の世界の小学生が、生活や夢を話し
ます。異文化理解につながる情報が満載です。

「聞くこと」の思考・判断・表現につながる、
広がりをもたせた設問を用意。

5 年 p.46-47　まとめ　世界の友達 1

5 年 p.48-49　まとめ　You can do it! 1

6 年 p.42-43
Me on the Map を作って日本の紹介をしよう。

5 年 p.78-79
Everyone Is Special の詩を作ろう。

パフォーマンスのモデル動画を
用意。活動に入る前に、活動の
イメージを持つことができます。

活動のモデル動画

金子みすゞの詩「わたしと小鳥とすずと」を
発想のもとにして、 Everyone Is Special
の詩を発表したり、地球市民の一人であるこ
とを実感できるMe on the Map作りに取り
組んだりするなど、「共生」の意識を育てる
豊かな言語活動を設定しています。

各学年3か所に「まとめ」の活動を設定各学年3か所に「まとめ」の活動を設定
各学年 3か所にある「まとめ」の言語活動は、「世界の友達」と「You can do it!」の２見開きで構成。

「世界の友達」では主に「聞く」「読む」活動を、「You can do it!」では「話す（やり取り）」「話す（発
表）」「書く」活動を行い、各領域の到達度を確認できます。

世界の友達

You can do it!

まとめの活動で児童がよいパ
フォーマンスを発揮できるよ
う、大切なことを記しました。

「まとめ」ごとに 5 領域の活動を
バランスよく設定しました。

多様性、共生の意識を育む活動も

4
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